
自己抗体解析プラットフォーム

KREX protein microarray
体内の「異常の兆し」を見逃さない新技術
KREX protein microarraysとは、独自のタンパク質工学技術 
（KREXTM）を用いて、体内で産生される自己抗体を高感度に検出
する次世代のプロテオミクス解析手法です。
疾患の早期から現れる自己抗体の反応パターンを解析することで、
がん、自己免疫疾患、神経変性疾患などのリスク評価や病態理解
に貢献します。

KREX技術

• 正しく折りたたまれたタンパク質のみをアレイ上に
提示します。

• 変性タンパク質は除かれるため、正確な抗体反応が
得られます。

• 各抗体に対して、蛍光標識された抗ヒト IgG／抗ヒ
ト IgA抗体／抗ヒト IgA抗体を用いて検出します。

タンパク質マイクロアレイにより、血液中の IgG、 
IgAおよび IgM自己抗体と抗原タンパク質の結合
反応を測定します。

測定対象

キナーゼ /ホスファターゼ
スキャホールド /アダプター
転写因子
膜貫通シグナル受容体
クロマチン関連
リボソーム関連
ユビキチンタンパク質リガーゼ
シャペロン
GTPase
プロテアーゼ /プロテアーゼ阻害剤
その他

神経系
皮膚系
肝臓 /腎臓系
血液系
免疫系
内分泌系
心血管系
消火器系
呼吸器系
生殖器系

タンパク質の機能カテゴリー 疾患カテゴリー

抗体が認識する立体構造を再現したリコンビナントタンパク質により高精度検出が可能
血液中に存在する自己抗体 2000種を網羅的に測定　
少量のサンプル量で解析可能
多彩な疾患に対応した自己抗体プロファイリング

ミスフォールド
タンパク質

タンパク質

ビオチンカルボキシル
キャリアタンパク質

(BCCP)

ビオチン

ストレプトアジビン
コーティング



プラットフォーム ラインアップ

※自己抗体は通常、健常者では検出されにくいですが、疾患に伴い出現・増加することがあります。 　
　本アッセイで搭載した自己抗体はすべて検出されるわけではなく、検出は被検体の免疫状態や抗体量に左右されます。

受託概要

※ 血漿の抗凝固剤は、EDTA、クエン酸ナトリウムおよびヘパリンを推奨します。
※ サンプルは 2群以上、および 1群あたり 10サンプル以上を推奨します。
 　1群あたり 10サンプル未満の場合でも受託可能ですが、統計的な信頼性が低下するリスクがあります。
※ バッチ間で 3か月以上期間が開く場合、バッチ間誤差の補正のためブリッジングサンプルが必要です。

納品物

本サービスは研究用です。診断目的には使用できません。
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バイオマーカー同定 グループごとのバイオマーカー候補の可視化

品名 測定対象数※ 特長
i-Ome Discovery

i-Ome Cancer
Pan-Autoimmune

OncoREX p53

1800 種
500種
100種
100種

がんや自己免疫、神経系など幅広い疾患領域をカバー
がん特異的な自己抗体を選択的に検出
多様な自己免疫疾患に共通する自己抗体を一括解析
腫瘍関連タンパク質 p53に反応する自己抗体を検出

サンプルタイプ プラットフォーム 対象抗体種 サンプル量 処理保管方法 納期

ヒト
血漿・血清

i-Ome Discovery

i-Ome Cancer
Pan-Autoimmune
OncoREX p53

IgG + IgA
IgG + IgM
IgG + IgA
IgG + IgM

100 μL
150 μL
25μL
50μL

採血後遠心し
上清を -80℃で保存

検体受領後
 4週間

pFC解析による上位抗原リスト
（候補バイオマーカーを特定） Heatmap Violin plot

i-Ome Discovery
1,800

Pan-Autoimmune
100

OncoREX p53
100

i-Ome Cancer
360 170


